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世
界
ト
ッ
プ
テ
ン
の
経
済
大
国
へ

　

西
ア
ジ
ア
の
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ル
カ
ン
半

島
に
ま
た
が
り
、
北
は
黒
海
、
南
は
地
中
海
、
西
は
エ
ー
ゲ
海
に
面

し
た
ト
ル
コ
。
古
く
か
ら
文
明
の
十
字
路
と
し
て
栄
え
、
古
代
ヒ
ッ

タ
イ
ト
か
ら
ビ
ザ
ン
チ
ン
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
ま
で
悠
久
の
歴
史
と
文

化
に
彩
ら
れ
た
ト
ル
コ
が
今
、
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
が
終
焉
を
迎
え
、
ト
ル
コ
共
和
国
が
誕
生
し
て
今

年
で
九
〇
年
。
目
覚
ま
し
い
の
は
そ
の
経
済
発
展
だ
。
日
本
の
約

二
倍
の
国
土
に
、
人
口
約
七
六
〇
〇
万
人
、
平
均
年
齢
三
〇
・
一
歳

（
日
本
四
五
・
四
歳
）
と
、
若
い
力
に
満
ち
た
国
。
産
業
は
観
光
や
ア

パ
レ
ル
、
家
電
、
自
動
車
な
ど
の
製
造
業
と
伝
統
的
な
農
業
が
中
心
。

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
金
融
危
機
を
経
験
し
た
が
、
構
造
改
革
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
〇
二
年
～
一
二
年
の
年
平
均
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
五
％
。
一
二
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
一
七
位
で
、

欧
州
圏
で
は
独
、
仏
、
英
、
伊
、
西
に
次
ぐ
経
済
規
模

を
誇
っ
て
い
る
。

　

景
気
の
拡
大
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
急
増
し

て
い
る
。
例
え
ば
天
然
ガ
ス
の
需
要
は
、
一
三
年
ま
で

の
二
年
間
で
二
五
％
増
加
。
電
力
消
費
量
も
年
七
％
の

ペ
ー
ス
で
伸
び
続
け
て
お
り
、
世
界
第
一
位
の
中
国
に

迫
る
勢
い
だ
。

　

取
材
に
応
え
て
く
れ
た
ト
ル
コ
共
和
国
特
命
全
権
大

使
の
セ
ル
ダ
ル
・
ク
ル
チ
さ
ん
は
言
う
。

　
「
ト
ル
コ
は
建
国
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
二
〇
二
三

年
に
経
済
規
模
で
世
界
の
ト
ッ
プ
テ
ン
入
り
を
目
標
と

し
た
『
二
〇
二
三
年
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
二
年
一
五
二
〇
億
ド
ル
だ
っ
た
総
輸
出
額
を
五
〇
〇
〇
億
ド

ル
に
引
き
上
げ
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
二
五
〇
〇
〇
ド
ル
達
成
を

め
ざ
し
て
い
る
ん
で
す
」

　

こ
の
野
心
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
電
力
需
要
は
現
在
の
二
四
〇

〇
億
kWh
か
ら
二
三
年
に
は
五
〇
〇
〇
億
kWh
に
達
す
る
と
予
測
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
も
年
率
六
・
七
～
七
・

五
％
の
増
加
が
続
く
と
予
測
し
、
そ
の
見
通
し
に
同
意
し
て
い
る
。

資
源
小
国
の
挑
戦
、

東
西
を
結
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
廊

　

た
だ
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
ト
ル
コ
国
内
に
は
伸
び
続

け
る
電
力
需
要
を
賄
う
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
現
実
だ
。

　

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
を
育
ん
だ
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス

ト
ル
コ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・

原
子
力
政
策

トルコ共和国大使館 セルダル・クルチ特命全権大使

川
の
源
流
と
い
う
こ
と
も
あ
り
水
資
源
は
比
較
的
豊
富
だ
が
、
化
石

燃
料
は
石
炭
が
採
れ
る
程
度
で
、
石
油
も
天
然
ガ
ス
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。
結
果
、
石
炭
の
三
〇
％
、
石
油
の
九
二
％
、
天
然
ガ
ス
に
至
っ

て
は
九
八
％
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
僅
か

二
六
％
。
主
要
新
興
国
の
中
で
は
格
段
に
低
い
。

　
「
化
石
燃
料
の
輸
入
コ
ス
ト
は
総
輸
入
費
の
二
〇
％
以
上
を
占
め
、

毎
年
五
〇
〇
億
ド
ル
を
上
回
り
ま
す
。
こ
れ
が
ト
ル
コ
の
貿
易
収
支

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
」
と
、
ク
ル
チ
さ
ん
は
懸
念
を
示
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
ト
ル
コ
で
は
「
持
続
可
能
な

形
で
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
エ
ネ
ル

二
〇
一
三
年
五
月
、
ト
ル
コ
を
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
と
会
談
し
、

日
本
は
ト
ル
コ
に
お
け
る
二
番
目
の
原
子
力
導
入
計
画

「
シ
ノ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
排
他
的
交
渉
権
を
得
た
。

日
本
と
同
様
、
地
震
国
で
も
あ
る
ト
ル
コ
は
、
な
ぜ
原
子
力
導
入
を
め
ざ
す
の
か
。

フ
ク
シ
マ
事
故
を
経
た
日
本
に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
─
─
。

東
京
・
神
宮
前
の
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
を
訪
ね
、
話
を
聞
い
た
。

T
u

r
k

e
y

カッパドキアを走る送電線 ⒸMarcel Oosterwijk

ヨーロッパとアジアを結ぶボスフォラス橋 Ⓒthevsky
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ギ
ー
政
策
の
核
と
位
置
づ
け
、
①
安
全
・
確
実
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
す
る
た
め
の
供
給
国
・
供
給
ル
ー
ト
の
分
散
化
、
②
原

子
力
の
新
規
導
入
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
推
進
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
、
の
三
点
を
基

本
戦
略
に
据
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
か
つ
て
文
明
の
十
字
路
と
し
て
栄
え
た
国
な
ら
で
は
の

地
政
学
的
強
み
を
生
か
し
、
自
国
内
だ
け
で
な
く
周
辺
地
域
を
視
野

に
入
れ
て
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
世
界
の
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
の
約
七
二
％
、
石
油
埋
蔵
量
の

七
三
％
を
有
す
る
カ
ス
ピ
海
沿
岸
地
域
や
中
東
諸
国
と
、
一
大
消
費

地
で
あ
る
欧
州
。
両
地
域
を
結
ぶ
戦
略
的
な
場
所
に
位
置
す
る
ト
ル

コ
は
、
こ
の
地
の
利
を
生
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
生
産
地
か
ら

消
費
地
ま
で
、
持
続
的
・
経
済
的
・
安
定
的
に
輸
送
す
る
中
継
基
地

石炭火力発電所 ⒸEren Enerji 天然ガス発電所 ⒸAksa Enerji 風力発電所 Ⓒsanali

熱
六
〇
万
kW
の
建
設
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ク
ル
チ
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
ト
ル
コ
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

原
子
力
の
競
争
相
手
で
は
な
く
、
補
完
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
位
置

づ
け
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
。

第
三
世
代
プ
ラ
ス
炉
、

建
国 

一 

〇
〇
周
年
に
始
動

　

輸
入
資
源
依
存
か
ら
脱
却
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
実
現
す

る
─
─
。
資
源
小
国
ト
ル
コ
が
原
子
力
導
入
を
検
討
し
始
め
た
の
は

半
世
紀
近
く
前
の
一
九
六
五
年
。
し
か
し
財
政
事
情
な
ど
か
ら
計
画

は
た
び
た
び
中
断
し
、
本
格
的
に
再
開
し
た
の
は
二
〇
一
〇
年
だ
。

ト
ル
コ
・
ロ
シ
ア
両
政
府
が
同
年
五
月
、
地
中
海
沿
岸
・
キ
プ
ロ
ス

対
岸
の
ア
ッ
ク
ユ
に
ト
ル
コ
初
の
原
子
力
発
電
所
（
ロ
シ
ア
製
加
圧

水
型
炉
一
二
〇
万
kW
×
四
基
）
の
建
設
・
運
転
・
保
守
等
を
行
う
こ

と
で
合
意
し
た
。
建
設
着
工
は
一
五
年
、
初
号
機
の
運
転
開
始
は

二
〇
年
で
、
以
後
毎
年
一
基
ず
つ
運
転
を
開
始
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　

そ
し
て
今
年
五
月
、
ト
ル
コ
を
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は
エ
ル
ド
ア

ン
首
相
と
会
談
し
、
黒
海
沿
岸
に
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ト
ル
コ

第
二
の
シ
ノ
ッ
プ
発
電
所
に
関
し
て
、
ト
ル
コ
が
日
本
に
排
他
的
交

渉
権
を
与
え
る
こ
と
で
合
意
。「
ト
ル
コ
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

と
原
子
力
産
業
開
発
の
た
め
の
協
力
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　

シ
ノ
ッ
プ
に
導
入
さ
れ
る
の
は
、
三
菱
重
工
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
レ

バ
が
共
同
開
発
し
た
第
三
世
代
プ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
最
新
鋭
の
加
圧

水
型
炉
・
ア
ト
メ
ア
１
（
一
一
〇
万
kW
級
×
四
基
）。
シ
ビ
ア
ア
ク

シ
デ
ン
ト
を
想
定
し
た
多
重
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
構
造
や
、
大
型
旅
客
機

の
衝
突
に
も
耐
え
る
堅
牢
さ
が
特
徴
だ
。
シ
ノ
ッ
プ
で
は
、
建
国

一
〇
〇
周
年
の
二
三
年
に
１
号
機
の
運
転
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

世界はいま――Turkey

アタテュルクダム/水力発電所 ⒸDSI

の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

資
源
輸
入
国
で
あ
る
ト
ル
コ
は
、
既
に
カ
ス
ピ
海
や

中
東
か
ら
欧
州
へ
の
石
油
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
張

り
巡
ら
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
規
模
な
拡
充
計
画
も
推

進
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
西
を
結
ぶ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

廊
」
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

原
子
力
こ
そ
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
実
現
す
る

　

野
心
的
な
「
二
〇
二
三
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
目
を
惹
く
の
は
、
総
発
電
設
備
容
量
を

現
在
の
五
六
〇
〇
万
kW
か
ら
一
億
kW
に
拡
大
し
、
う
ち

一
〇
％
を
原
子
力
に
し
て
、
将
来
的
に
は
さ
ら
に
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
目
標
。
ま
さ
に
目
を
見
張
る
ハ
イ

ペ
ー
ス
だ
が
、
そ
れ
だ
け
現
状
へ
の
危
機
感
が
強
い
証

拠
だ
、
と
ク
ル
チ
さ
ん
は
続
け
る
。

　
「
原
子
力
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
少
な
く
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
原
子
力

は
、
輸
入
化
石
燃
料
依
存
で
生
じ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す

重
要
な
手
段
。
ト
ル
コ
に
と
っ
て
原
子
力
導
入
は
、
輸

入
依
存
を
脱
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
保
す
る

た
め
の
大
き
な
一
歩
な
の
で
す
」

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
水
力
を
含
む
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
現
在
の
二
七
％
（
う
ち
水
力

二
四
％
）
か
ら
三
〇
％
に
増
や
そ
う
と
い
う
目
標
だ
。

水
力
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、
風
力
二
〇
〇
〇
万
kW
、

太
陽
光
三
〇
〇
万
kW
、
バ
イ
オ
マ
ス
二
〇
〇
万
kW
、
地

トルコ送電会社コントロールルーム ⒸTEIAS
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「
ア
ッ
ク
ユ
と
シ
ノ
ッ
プ
の
発
電
電
力
量

は
合
計
で
年
間
約
八
〇
〇
億
kWh
に
な
る
予
定

で
す
。
こ
れ
は
天
然
ガ
ス
に
換
算
す
る
と
約

一
六
〇
億
㎥
─
─
実
に
七
〇
億
ド
ル
の
天
然

ガ
ス
の
輸
入
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
と
い

う
わ
け
で
す
」。
ク
ル
チ
さ
ん
は
強
い
期
待

を
滲
ま
せ
た
。

　

ト
ル
コ
政
府
は
ア
ッ
ク
ユ
、
シ
ノ
ッ
プ
に

続
く
三
番
目
の
原
子
力
発
電
所
（
四
基
）
に

つ
い
て
も
、
二
三
年
ま
で
の
建
設
着
工
を
め

ざ
し
て
い
る
。

地
震
国・日
本
だ
か
ら
こ
そ
期
待
し
た
い

　

原
子
力
導
入
へ
大
き
く
踏
み
出
し
た
ト
ル
コ
だ
が
、
国
内
世
論
は

賛
成
一
色
で
は
な
く
、
安
全
性
へ
の
不
安
を
抱
く
国
民
も
多
い
。

　

と
り
わ
け
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
地
震
だ
。
日
本
同
様
、
地
震
国

の
ト
ル
コ
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
過
去
何

度
も
発
生
し
て
お
り
、
九
九
年
に
は
死
者
約
一
七
〇
〇
〇
人
を
出
し

た
イ
ズ
ミ
ッ
ト
地
震
（
Ｍ
７
・
４
）
が
発
生
。
耐
震
性
を
危
ぶ
む
声

が
高
ま
り
、
翌
〇
〇
年
、
ト
ル
コ
政
府
は
原
子
力
開
発
計
画
の
凍
結

を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
一
〇
年
、
ア
ッ
ク
ユ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ロ

シ
ア
へ
の
発
注
を
機
に
凍
結
解
除
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
続
く
シ

ノ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
〇
年
十
二
月
日
本
が
優
先
交
渉
権
を

得
た
も
の
の
翌
一
一
年
三
月
の
フ
ク
シ
マ
事
故
に
よ
り
交
渉
は
一
旦

中
断
さ
れ
た
。

　

ト
ル
コ
の
原
子
力
開
発
計
画
に
は
原
子
力
輸
出
を
狙
う
各
国
が
熱

い
視
線
を
注
い
で
お
り
、
シ
ノ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
日
本
、

韓
国
、
中
国
、
カ
ナ
ダ
の
四
カ
国
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
。
そ
の

中
で
な
ぜ
事
故
後
の
日
本
に
排
他
的
交
渉
権
が
与
え
ら
れ
た
の
か
。

ク
ル
チ
さ
ん
に
日
本
の
「
勝
因
」
を
聞
く
と
─
─

　
「
私
た
ち
は
日
本
の
原
子
力
技
術
の
蓄
積
や
安
全
基
準
を
高
く
評

価
し
て
お
り
、
安
全
基
準
に
は
当
然
、
耐
震
技
術
も
含
ま
れ
ま
す
。

フ
ク
シ
マ
事
故
は
不
幸
な
出
来
事
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
故

で
得
た
教
訓
を
国
際
社
会
と
共
有
し
よ
う
と
い
う
日
本
の
姿
勢
を
、

私
た
ち
は
深
い
敬
意
を
払
い
つ
つ
見
守
っ
て
い
ま
す
。
シ
ノ
ッ
プ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
た
日
本
の
『
安

全
性
へ
の
経
験
』
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

　

ク
ル
チ
さ
ん
は
今
年
三
月
、
和
歌
山
県
串
本
町
を
訪
れ
た
と
い
う
。

一
八
九
〇
年
に
同
町
沖
で
遭
難
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
戦
艦
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事
故
で
の
住
民
た
ち
の
献
身
的
な
救
命
活
動
が
、
今

日
の
ト
ル
コ
と
日
本
の
友
好
関
係
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
地

を
訪
ね
た
か
っ
た
の
だ
と
。
今
、
ト
ル
コ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
を
つ
な
ぐ
世
界
最
深
の
「
マ
ル
マ
ラ
イ
海
底

鉄
道
」、
世
界
四
位
の
長
大
吊
橋
「
イ
ズ
ミ
ッ
ト
湾
横
断
橋
」
な
ど

に
は
、
日
本
企
業
が
長
年
培
っ
て
き
た
耐
震
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
シ
ノ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が

り
、
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
、
と
ク
ル
チ
さ
ん
は
言
う
。

　

今
後
、
具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
る
と
、
日
本
は
人

材
開
発
や
地
元
産
業
の
参
加
に
重
点
を
置
き
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
移

転
を
通
じ
て
ト
ル
コ
の
原
子
力
開
発
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
原
子
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
発
電
所
建
設
と
い
う
レ
ベ
ル

を
超
え
、
幅
広
い
セ
ク
タ
ー
に
長
期
的
な
相
互
作
用
を
も
た
ら
し
ま

す
。
長
年
の
友
好
や
連
帯
感
を
原
動
力
に
動
き
始
め
た
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
ト
ル
コ
と
日
本
の
経
済
的
・
商
業
的
・
技
術
的
関
係

に
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
」。
そ
う

言
っ
て
ク
ル
チ
さ
ん
は
笑
顔
で
話
を
結
ん
だ
。

トルコ北部 黒海に面したシノップ地域 ⒸSinan Doğan

安倍首相とエルドアン首相 Ⓒ内閣広報室

1999年イズミット地震 Ⓒyolalmis

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

2012年

天然ガス
46％

天然ガス
30％

石炭/石油
27％ 石炭/石油

30％

原子力
10％

再生可能
エネルギー
27％ 再生可能

エネルギー
30％

2023年

トルコの電源別設備構成比

5600万
kW

1億kW
（うち水力
24％）

（うち水力18％）


